
®は丸和バイオケミカルの登録商標です。

包装 ： 1㎏×10袋入

水酸化第二銅  ………………………… 46.1％
　 （銅として ………………………… 30.0％）
鉱物質微粉、界面活性剤等 …………… 53.9％
　 （アクリル酸重合物（化管法 1種）……21％）

■成　分／

■性　状／暗青緑色水和性微粒及び粗粉

Green DoctorⅡ

農林水産省登録　第22869号

銅水和剤銅水和剤

殺菌剤 Green Doctor Ⅱ

かさ枯病
葉枯細菌病
褐条病に‼

ベントグラスの難防除病害に!

殺菌剤分類 M1

最新の登録内容は
こちらから



無機銅が細菌病に高い効果を示す!　
有効成分の銅が溶出しやすい!（細粒化製剤）
抵抗性発現リスクが低い!

1
2
3

グリーンドクター  Ⅱの特長®

は日本ジュニアゴルファー育成協議会（JGC）を応援しています。

●ラベルをよく読んでください　●記載以外には使用しないでください　●小児の手の届く所には置かないでください

適用病害と使用方法

本剤の
使用回数

－

使用方法

散布

銅を含む農薬の
総使用回数

－

作　物　名

西洋芝
（ベントグラス）

樹木類

使用時期

発病前～
発病初期

新梢伸長期～
発病初期

使用液量

0.5ℓ/㎡

200～
700ℓ/10a

適用病害名

かさ枯病
葉枯細菌病
褐条病

枝枯細菌病

希釈倍数

500倍

1000倍

効果・薬害等の注意
●使用量に合わせ薬液を調製し、使いきっ
てください。

●木酢液等は混ぜないでください。
●芝に使用する場合は次の事項に注意して
ください。

　本剤の使用により葉に黄化もしくは濃緑
色化が見られることがありますが、やが
て回復し、その後の生育に対する影響は
認められていません。

●蚕に対して影響があるので、周辺の桑葉
にはかからないようにしてください。

●本剤の使用に当たっては、使用量、使用時
期、使用方法を誤らないように注意し、
特に初めて使用する場合は、病害虫防除
所等関係機関の指導を受けることをお
すすめします。

●適用作物群に属する作物又はその新品種
に本剤をはじめて使用する場合は、使用
者の責任において事前に薬害の有無を
十分に確認してから使用してください。
なお、病害虫防除所等関係機関の指導を
受けることをおすすめします。

魚　毒　性　等
●水産動植物（魚類）に強い影
響を及ぼすおそれがありま
すので、河川、湖沼及び海域
等に飛散、流入しないよう注

意して使用してください。 養殖池周辺で
の使用はさけてください。

●水産動植物（甲殻類、藻類）に影響を及ぼ
すおそれがありますので、河川、養殖池
等に飛散、流入しないよう注意して使用
してください。

●使用残りの薬液が生じないように調製を
行い、使いきってください。散布器具及
び容器の洗浄水は、河川等に流さないで
ください。 また、空袋は水産動植物に影
響を与えないよう適切に処理してくだ
さい。

保　　　　　管

●直射日光をさけ、なるべく低温で乾燥し
た場所に密封して保管してください。

安全使用上の注意
●誤飲、誤食などのないよう注意してくだ
さい。

●本剤は眼に対して刺激性があるので眼に
入らないよう注意してください。眼に入
った場合には直ちに水洗し、眼科医の手
当を受けてください。

●散布の際は農薬用マスクな
　どを着用してください。作業
　後はうがいをするとともに
　洗眼してください。

●街路、公園等で使用する場合は、散布中及
び散布後（少なくとも散布当日）に小児
や散布に関係のない者が散布区域に立
ち入らないよう縄囲いや立て札を立て
るなど配慮し、人畜等に被害を及ぼさな
いよう注意を払ってください。

●火災時は、適切な保護具を着用し水・消火
剤等で消火に努めてください。

●漏出時は、保護具を着用し掃き取り回収
してください。

●移送取扱いは、ていねいに行ってくだ
さい。

1253S

https://www.mbc-g.co.jp

■本　社／〒101-0041   東京都千代田区神田須田町 2 -5 -2
　　　　　　 03-5296-2340
■札　幌／ 011-222-2305　■仙　台／TEL 022-261-1319
■名古屋／　 　 052-951-7235　■大　阪／TEL 06-6484-7222
■福　岡／ 092-712-8330

お問い合わせ窓口／TEL 03-5962-9731（9時～17時 土日祝を除く）

TEL
TEL
TEL
TEL

■お求めは… ■販売元

病害虫・雑草の
情報発信しています。
登録はコチラ　 

使用の
ポイント

水量は500mℓ/㎡を守ってください。
病原細菌は土壌表層に生息しています。また、葉の表面に多量に銅剤が付着しますと薬害発生リスクが高くなります。
薬害リスクを軽減し、病原細菌の密度を低下させるため、薬剤が土壌表層に到達するように散布してください。

曇天あるいは午後遅めに散布してください。
晴天日または午前中に散布しますと薬害（褐変）が発生しやすくなりますので注意してください。


